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序

史跡斎宮跡地内では、平成24年6月に認定を受けました『明和町歴史的風致維

持向上計画』の事業がいよいよ始まりました。本年度は、斎宮駅北口開放に伴う

用地取得や休憩所、散策道等の実施設計など12項目のハード事業と史跡活用調査

など 2項目のソフト事業に着手いたしました。

本格的な工事は、来年度からになりますが、着々と事業推進に努め、次世代への

文化の継承を進めると共に地域活性化につなげていかなければならないと考えて

います。

また、昨年10月には、伊勢神宮の御遷宮がとり行われ、 1千万人を超える参拝客

が訪れております。本町もこの機会を生かし、「斎宮・外宮・内宮」や「伊勢の入

口 明和町」をキャッチフレーズに知名度向上にも努力してまいりました。

今後、伊勢を訪れる観光客が増えていくことが見込まれることから、平成27年

に完成する実物大の復元建物を含む史跡東部柳原区画整備事業に合わせて情報を

発信し、斎宮に訪れてもらえるよう魅力あるものにしていきたいと考えます。

本報告書は、史跡地内で個人住宅等の建設などに伴い、発掘調査が必要であった

6件の結果についてまとめたものです。

発掘調査にご理解とご協力いただきました地元地権者の皆さま、また、発掘調査

から報告書作成に至るまでご協力いただいた斎宮歴史博物館調査研究課の方々に

対してここに厚くお礼申し上げます。

平成26(2014)年3月

三重県多気郡明和町

町長中井幸充



例三

1 本書は、平成24(2012)年度に明和町が実施した史跡斎宮跡（三重県多気郡明和町斎宮・竹川地区）

の現状変更緊急発掘調査の結果をまとめたものである。

2 本書に掲載した調在は、国庫および県費の補助金を受けて実施したものである。

3 調査は明和町が主体となり、斎宮歴史博物館および明和町斎宮跡・文化観光課が現地調査を担当した。

4 第178-2・4次調査については、別途報告書を刊行する。

5 調査区名の表示方法（例： 6AL13)については、『史跡斎宮跡平成13年度発掘調査概報』（斎

宮歴史博物館 2003)による。

6 遺構の平而図は、過年度との整合をはかるため、「測地成果2000」以前の旧国土座標第VI系に相当

する座標系を用いて表示している。

7 遺構の時期区分については、『斎宮跡発掘調査報告 I』(2001)を基準とした。

8 遺構名冒頭の略記号は、遺構の形態から以下のように表記している。

SA: 柱列・塀 SB: 掘立柱建物 SD: 溝 SE: 井戸 SF: 道路

SK: 土坑 SH: 竪穴住居 sz: 落ち込み等 sx: 墓・不明遺構

9 図面・写真等の調査資料類および出土遺物は、斎宮歴史博物館で一括保管している。

10 本書の執筆は、新名強（斎宮歴史博物館）が前言・調査報告を、中野敦夫（明和町斎宮跡・文化

観光課）が付編の執筆を行い、編集は新名・中野が担当した。
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ー 前 言

史跡斎宮跡では、平成24年度に35件の現状変更等許可申請が提出された。史跡指定後、年間約40~

50件程度で推移してきており、今年度も同様の傾向が窺える。

内訳をみると、史跡内住民による個人住宅の新築や改築および撤去、合併浄化槽の設置、三重県によ

る史跡公園整備、明和町による斎宮小学校プールおよび児童クラプの移設、史跡公園（下園東区画広場）

賂備などがある。このうち、発掘調壷が必要となった案件は8件であった。

明和町の史跡公園（下園東区画広場）整備に先立つ実態解明調査は第178-2次調査として490.5nfの

調企を、斎宮小学校プールおよび児童クラブ移転事業に先立つ実態解明調壺は第178-4次調査として

1, 318nfの調査を、ともに町単費で行った。これらは24年度に実施した現状変更に伴う発掘調査面積全

体(1,899.2吋）の95.2%にあたる。

第178-1・5・6次調査は個人住宅の新築・改築に伴う調査で、建物の基礎にあたる部分を中心に

調企を行った。第178-3・7・8次調査は浄化槽設置に伴うもので、浄化槽設置部分の調壺を行った。

平成24年度の史跡現状変更に伴う調査では、遺構密度や遺構面の高さの確認など史跡保護に係るデー

タの蓄積がなされ、斎宮跡の実態解明にとって貴重な成果であった。 （新名 強）
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第 1表 史跡現状変更等許可申請の推移
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II 
調査報 告

ー 第178-1次調査 (6AM5)

多気郡明和町斎宮字出在家3237-4

住宅新築

平成24年4月24~27日

34. 3面

調査場所

原因

調査期間

調査面積

調査概要

調査地は史跡北西部、斎宮歴史博物館の北東約

300mに位置する畑地である。個人住宅の新築に伴

い、耐震対策で鋼管杭を設置する部分について、

5本のトレンチを設定し、発掘調在を実施した。

調査の結果、現地表面下0.2m(標高約11.0m)で

遺構面である黒褐色砂質土層（いわゆる黒ボク層）

を確認したが、遺構の検出が困難であったため、

表土下約0.4m(標高約10.Sm)の地山面である黄

橙色粘土層上面で遺構検出をおこなった。検出し

た遺構は、溝2条、土坑、ピットである。溝SD

10530はトレンチNo.1・2を斜行するもので、土

師器甕・把手、須恵器甕などが出土したが、いず

れも小片であった。溝SD10531は南北方向の溝で、遺物は出土しておらず、時期は不明。ピッ

トはいずれも小規模で、掘立柱建物になるようなものは確認できなかった。包含層からは、土師

器杯(1)が出土しており、斎宮の土器絹年(1)JI -1期のものと考えられる。
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第3図 第178-1次調査遺物実測図(1: 4) 

@ Y056,530 

I 
Y=56,535 

I 

上ー―~-0゜ V 

X•-161,780 

戸

’
 
A
 

B
1
 
n-z
 

点三三戸□三元戸二二三ー
ニー

No.3 

-~..!'. 

0 ,, 
I , I , I 

X字 785
ー＿直

L□ JD,,., 
I 

ニコNo.4

0
,
 

5, 

1灰贄色砂質土〔耕作土J
2暗灰貴色砂質土

3 黒褐色砂質土（黒ポク層〕

4貴橙色粘土（地山〕

5 灰黄色砂質土

第4固 第178-1次調査 遺構平面図(1: 200)・ 断面図(1: 100) 
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2 第178-3次調査 (6A R12) 

調査場所 多気郡明和町斎宮字牛葉2757-1

原 因トイレ改修

調査期間平成24年11月2日

調査面積 3. 3面

調査概要

調査地は、平安時代斎宮跡の方格地割でいう牛

葉東区画に位置する。これまでに牛葉東区画と鍛

冶山西区画では、区画の内側を囲む大規模な柵列

が確認されており、斎王の居所である「内院」に

推定されている。

今回の調査は竹神社境内の南東部に位置するト

イレ改修に伴い、浄化槽設置部分について発掘調 第5図 第178-3次調査区位置図(1: 2. 000) 

査を実施した。現地表面下から0.4mまでは表土

および浅黄色砂質土の盛土があり、その下に褐灰色砂質土層が堆積し、現地表面下0.9m(標高約

10.4m)で地山面である明黄褐色粘土層を確認した。調査区内はすでに攪乱を受けており、遺構

や遺物は確認できなかった。
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1黄灰色砂質土（表土）

2浅贄色砂貫土（盛土〕

3褐灰色砂買土

4 暗褐灰色砂質土

5明貴褐色粘土（地山〕

第6図第178-3次調査遺構平面図(1: 200)・ 断面図(1: 100) 

3 第178-5次調査 (6AP12)

調査場所 多気郡明和町字牛葉3017-2

原 因住宅建築

調査期間平成24年12月10日~12月13日

調査面積 16. 3nf 

調査概要

調壺地は、史跡南部に位置する宅地で、個人住

宅の建築に伴い、地下遺構を確認するための事前

調査を実施した。

調査区は、北側にトレンチNo.1、南側にトレン

チNo.2を設定した。調査の結果、現地表面下約

0. 8~0. 9m(標高11.1~11.0m)で地山面である明

黄褐色粘士層を確認した。遺構は溝2条、土坑1 第7図 第178-5次調査区位置図(1: 2, 000) 

基、ピットを検出した。 トレンチ2では直径0.4~
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0.5mのピットを多数確認しており、掘立柱建物になるものと考えられるが、調査区が狭小であ

るため、今回の調査では建物を判別することはできなかった。土坑SK10533は南西部に位置す

る土坑で、ての字状口縁を有する土師器皿(1)、ロクロ土師器台付皿(2・3)が出土している。

これらは斎宮編年JII-2~3期に属するものと考えられる。溝SD10532は、 トレンチNo.1北端

に位置する溝で、土師器片や陶器片が僅かに出土するが、時期は不明である。溝SD10534はト

レンチNo.2の西端に位置する溝で、陶器椀(4)や土師器甕・ロクロ土師器台付皿などが出土し

ており、斎宮編年JII-2~3期のものと考えられる。このほか、 Pit2から土師器皿(5)が出土し

ている。
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1橙色砂質土〔盛土J
2 黒色粘土

3オリーブ褐色砂質土,1ヽ石混じる
4 褐色砂質土小石混じる

5 褐色砂質土やや粘性有り

6 黒褐色粘質土地山プロック混じる

7 明貴褐色粘土（地山〕

8黒褐色粘質土〔柱痕埋土〕

9 黒褐色粘質土地山ブロック混じる

〔Pit埋土〕
!O橙色租砂

11灰贄褐色砂質土

12暗灰貴色砂質土〔攪乱］

第8図 第178-5次調査
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第9図 第178-5次調査

遺構平面図(1: 200)・ 断面圏(1: 100) 
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遺物実測固(1: 4) 
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第178-6次調査 (6A S13) 

調査場所 多気郡明和町字中西2756

原 因住宅建替

調査期間平成25年1月23日~1月24日

調査面積 28. 7nf 

調査地は、伊勢街道に面した宅地で、竹神社の南東約30mに位置し、方格地割の鈴池東区画北

東角部分にあたる。北隣の牛葉東区画は、斎王の居所である「内院」に推定されている。

今回の調査は住宅建替に伴い、耐震対策のための鋼管杭設置部分について、 7本のトレンチを
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設定して、発掘調査を実施した。

調査地は、全体的に現地表面下0.4~0.6mまで

盛土がなされており、その下で褐灰色砂質土層を、

現地表面下0.6~0. 7m(標高10.2~10. 3m)で明黄

褐色粘土層の地山面を確認した。遺構は溝や土坑

を多数確認したが、遺物は近世末期の陶器や磁

器、硯等しか出土しておらず、いずれの遺構も近

世に属するものと考えられる。

1・2は土坑SK10535から出土したもの。 1は

陶器火鉢の底部。外面には草色の釉薬が掛かり、

台座には簡略化された花状の文様が巡る。瀬戸窯

の呂宋瓶掛で、 19世紀前半のもの。 2は石製硯。 第178-6次調査区位置図(1: 2, 000) 
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3褐灰色砂質土

4 黒褐色砂質土やや粘性有り

5黒褐色粘質土

6 明黄褐色粘土〔地山）

7 灰賃褐色砂質土

第11図第178-6次調査遺構平面園(1: 200)・断面図(1: 100) 
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第12図第178-6次調査遺構実測図(1: 4) 
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3は士坑SKl0538から出土した陶器鉢。体部内面にはハケメ状の鉄絵や浅緑色の施釉文様が見

られる。 4~7はSKl0541から出士したもの。 4は陶器賽盟で、体部は直立し、平面は長細い

楕円形を呈する。体部外面に鉄絵で唐草文様が描かれる。 5は把手付碗で、体部外面に花文や唐

草文が描かれる。 6・7は陶器揺鉢。これらは、概ね近世末期のものと考えられる。

5 第178-7次調査 (6AG11)

調査場所 多気郡明和町竹川字中垣内460-2、

434-7、435-2、436-4、430-6

原 因住宅新築

調査期間平成24年12月28日

調査面積 3面

訓査概要

調査地は史跡西部に位置し、個人住宅の建築に

伴い、合併浄化槽設置部分について発掘調査を実

施した。当敷地内では、平成22年度に第170-13次

調査を、平成23年度には第174-12次調査を行って

おり、溝・ 土坑・ピットを確認している。

R
 

X•-162,360 

X•-162,370 
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IY•55,950 
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第13図第178-7次調査区位置図(1: 2, 000) 

IY:55,960 

4会二：
I I I I I 

9貫色粗砂〔盛土〕

2 暗灰賞色砂質土（盛土）

3 貴灰色砂質土〔旧耕土〕

4 暗褐色砂質土

5黒褐色砂質土礫混じる（近世攪乱）

6贄褐色粘土〔地山〕

,

'

l

、,`

,, I 
第14函第178-7次調査遺構平面図(1: 200)・ 断面図(1: 100) 
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基本層序は、現地表面下に0.8mの盛土があり、その下に旧耕作土である黄灰色砂質土や暗褐色

砂質土が堆積している。現地表面下1.6m (標高13.5m)で黄褐色粘土の地山而を確認した。調査区

の大半は近世の攪乱を受けており、遺構は確認出来なかった。

6 第178-8次調査 (6AM11)

調査場所 多気郡明和町斎宮字広頭3389-16・

17・18・19・20・23 

原 因住宅建替

調査期間平成25年3月28日

調査面積 5. lrrf 

調査概要

調査地は史跡中央部、斎宮小学校の東約120m

に位置する宅地である。合併浄化槽の設置に伴

い、発掘調企を実施した。

基本層序は、現地表面下に約O.lmの表土・砕

石があり、その下に褐灰色砂質土の包含層を確認

I'.,  
I し—!

二―—←―d
• 

した。現地表面下約0.4m(標高約12.lm)で橙色 第15図第178-8次調査区位置図(1: 2, 000) 

粘土層の地山面を確認した。調査区の大半は、す

でに攪乱を受けており、遺構・遺物ともに確認できなかった。

@'-[ IY•56,552 

X•-16享二—
<[ 

。 I 5m 

A 1 

125'ご了ロ―
A' 

4 

゜
,, 

I , I , I 

1砕石

2 褐灰色砂質土

3 にぶい贄褐色砂質土〔攪乱）

4 橙色粘土〔地山）

第16固第178-8次調査遺構平面図(1: 200)・断面図(1: 100) 

【註】

(1)『斎宮跡発掘調査報告I』斎宮歴史博物館、 2001
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次数 遺構名 調遺査構時名 時期 出土遺物

SD  10530 溝 1 平安時代期前？期） ？ 土師器甕．把手付鍋、須恵器甕(IT 
178-1 

SD  10531 溜2

SD  10532 溝2 土師器片、陶器片

178-5 SK  10533 土坑 1 平（皿安ー時2代~後3期) 土師器皿、ロクロ土師器台付皿

SD  10534 溜 1 平（皿安ー時2代~後3期) 土師器甕、ロクロ土師器皿・台付皿、灰釉陶器椀

SK  10535 土坑 1 近世末期 陶器火鉢、硯

SK  10536 土坑2 近世末期 土師器羽釜

SK  10537 土坑 6 近世末期 陶器捏鉢

178-6 SK  10538 士坑4 近世末期 陶器鉢

SK  10539 士坑5 近世末期 土師器羽釜、陶器捏鉢・ 壺

SD  10540 溝1 近世末期 土師器羽釜

SK  10541 土坑3 近世末期 士師器羽釜・鍋、陶器llll・ 鍋．壺・播鉢、瓦

第2表第178次調査遺構一覧

178-2次調査

番号I器種 I器形 1ば I 法fil(c,) 閥整・技法の特徴 胎土 I焼成 色調

11土師器1皿 No.1 I口径I'''I外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
包含雁 器麻 2.9内面：ヨコナデ、ナデ

密 I良 I橙5YR6/6

178-5次調査

番号 器種 器形
地区

法ill(cm) 潤賂・技法の特徴 胎土 焼成 色潤
逍構

］ 土師器 小皿 S Kl0533 
口径 9.6 外而：ヨコナデ、オサエ・ナデ

密 良 灰1,10YR8/2
器苅 1.3 内而：ヨコナデ，ナデ

ロクロ
台付皿 S Kl0533 

残甜 3.4 外而：ロクロナデ、糸切り痕
密 良 にぶい黄橙10YR7/42 土師器 底径 4.7 内面：ロクロナデ

ロクロ
台付皿 S Kl0533 

残莉 3.3 外而：ロクロナデ、糸切り痕
密 良 にぶい黄橙10YR6/33 土師器 底径 5.2 内面：ロクロナデ

4 灰釉 椀 S D10534 
残店 1.9 外面：ロクロナデJ伯付麻台，糸切り痕

密 良 灰白5Y7/1
胸器 底径 6.9 内面：ロクロナデ

5 土師器 皿
トレンチ2 口径 11. 3 外面：ヨコナデオサエ・ナデ

密 良 浅黄橙7.5YR8/4
Pit 2 残甜 2.5 内面：ヨコナデ、ナデ

178-6次調査

番号 器種 器形
地区

法fit(c,) 潤撒・技法の特徴 胎土 焼成 色潤
遠構

1 関器
瓶掛
S K10535 

残高 3.1 外而：ナデ
密 良

釉：慈色834
火鉢 底径 13.7 内而：工具ナデ、ナデ 索地：灰白2.5Y8/3

2 石製品 硯 S Kl0535 窃さ 2.5 内而：ケズリ

3 陶器 鉢 SK10538 
口径 37.7 外而：ロクロナデ

密 良 釉：象牙色789
残麻 6.9 内面：ロクロナデ

4 陶器 賢器 S K10534 器底 3.8 
外而：ナデ

密 良
釉：浅緑840

内而：ナデ 索地：灰白2.5Y8/2

5 陶器 椀 SK10534 
残麻 4.3 外面：ロクロナヂナデ貼付高台

密 良
釉濯i白橡989

底径 7.7 内而：ロクロナデ 索地：淡黄2.5¥7/3

6 陶器 稲鉢 SK10534 
残商 5.4 外面：ロクロナデ、底部糸切痕

密 良 釉：褐7.SYR4/3
底径 13.4 内面：スリメ

7 陶器 梱鉢 SK10534 
残窃 8.3 外面：ロクロナデ、底部糸切痕

密 良 釉：灰褐5YR4/2
底径 10.4 内而：スリメ

第3表第178次調査出土遺物観察表
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残存度

口緑部

3/12 

残存度

口緑部

4/12 

底部3/12

底部4/12

底部2/12

口緑部

2/12 

残存度

底部2/12

2/12 

口緑部

2/12 

4/12 

底部

ほぽ完形

底部6/12

底部

完形

備考

伽考

伽考

粘土接合痕あり

重ね焼棋あり

伽考

瀬戸産呂宋瓶掛

全而施釉、

内面に鉄絵・施釉文様

外而に鉄絵

外而に鉄絵

スリメ18本1組、鉄釉

スリメ12本1組A戻釉

登録

番号

001-01 

登録

番号

001-04 

001-02 

001-03 

001-05 

001-01 

登録

番号

002-01 

002-02 

002-03 

001-02 

001-01 

001-04 

001-03 



付編史跡現状変更等許可申請

平成24年度に提出された史跡現状変更等許可申請は、 35件である。発掘調査を行ったのは、前年

度申請分も含め10件で、内訳は、史跡の実態解明のための計画発掘調壺が2件、個人や公共事業の現

状変更に伴うものが8件（うち前年申請分2件）である。

35件の申請の内25件は、宅地敷地内における個人住宅の建設など小規模であったり、工事が簡易

で地下遺構に影響を及ぼさないものである。なお、基礎掘削工事にあたっては斎宮歴史博物館調査研

究課並びに明和町斎宮跡・文化観光課職員の立会いのもとで実施している。

24年度の申請の内容は、一覧表（第4表）のとおりであり、これらの申請を (A)個人等から申請

されるもの、 (B)公共機関等による地域の生活環境整備に伴うもの、 (C)史跡環境整備および維持

管理等に伴うもの、 (D)発掘調査のための申請に分けることができる。

(A)個人等による申請

個人等による申請は、住宅等建設、解体に伴うもので17件あった。うち住宅増築、浄化槽設置など

発掘調査が必要とされた4件のうち、 3件（第178-5、6、8次調査）について調査を行い、 1件

は着工時期の関係で次年度調査とした。

他の13件については、住宅建築や撤去、工作物の設置等で土地利用区分の第四種保存地区にあたり、

工事立会い等の条件付許可により、史跡に影響を及ぼすことなく施工している。

(B)公共機関等による地域の生活環境整備に伴う申請

この申請は12件の提出があった。うち発掘調壺が必要な申請は3件あり、学校施設整備に伴う事前

発掘調査（第178-4次調壺）と竹神社のトイレ改修（第178-3次調査）の2件を実施した。鉄道関係

の申請については、次年度の調査とした。

他の9件については、電気・電話関係であり工事立会いで着工している。

(C)史跡環境整備および維持管理等に伴う申請

この申請は4件あり、内容は史跡東部整備工事関係が1件、史跡公園の管理・活用に伴うものが2

件、明和町歴史的風致維持向上計画事業を推進するための発掘調査（第178-2次調査） 1件である。

(D)発掘調査のための申請

この申請は2件の提出があった。これは、三重県が主体となって斎宮歴史博物館が実施している計

画発掘調査（第176次• 第177次調壺）で、 853面が調査された。

これらの内容については斎宮歴史博物館から別途調査概報が刊行される。

（中野敦夫）
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申 請 地 種別 申 請 者 変更内容 申請日 許可日 変更面積 区分 備 考

1 斎宮字西加座2675-2 D 三重県 発掘（計画）調査 H24. 4. 18 H24. 5. 18 310吋 1 第176次調査

2 斎宮字下園2926-3ほか D 
明和町

発掘調査 H24. 4. 16 H24.6.15 490.5rr/ 1 第178-2次調査5筆 （斎宮跡・文化観光課）

3 竹川字中垣内401-1 A 個人 プレハプ倉庫の設置 H24.4. 19 H24. 5. 9 1棟 2 

4 斎宮（）柳原・御館・西加座・
下園地内

C 三重県 柳原区画整備 H24 4. 23 H24. 6. 15 21. 5oonr 1 

5 斎宮字篠林3176-3 A 個人 住宅増築 H24.4. 26 H24. 6. 15 1基 4 

6 
斎宮（県道伊勢小俣松阪

B 西日本三電重信支電店話（株） 支線取替 H24. 5. 31 H24. 7. 2 1本 3 
線）地内

7 斎宮（町道斎宮駅前線） B 西日本三電重信支電店話（株） 電話柱取替 H24. 5. 31 H24. 7.2 3本・1条 3 
地内

8 斎筆宮字下園2810-1ほか3 D 三重県 発掘（計画）調査 H24.8. 17 H24. 9. 21 543n/ 1 第177次調査

， 斎宮字広頭3389-10,-11, A 個人 住宅改築 H24. 9. 14 H24. 10. 19 128n/ 4 -15 

10 
斎宮字広頭3381-3ほか8

B （斎宮跡明・文和化町観光課） 発掘調査 H24. 9.13 H24.10.19 1, 318n/ 3 第178-4次調査
筆

11 斎宮字牛葉2757-1 B 宗教法人竹神社 トイレ改修 H24. 9. 18 H24.10.19 1基 4 第178-3次調査

12 斎宮字中西2404 A 個人 蔵解体 H24. 9. 24 H24. 11. 16 96. 64n/ 4 

13 竹JII字東裏354-13 B 
西日本電信電話（株）

電柱建替 H24. 9. 24 H24. 10. 16 1本 4 
三重支店

14 斎宮字西前沖2604-49 A 個人 倉庫解体 H24. 9. 25 H24. 10. 19 
1,295.17 

4 
面

15 斎宮字牛葉3036-2 A 個人 塀建替 H24. 10. 9 H24.11.16 Lc10m 4 

16 斎宮字牛葉2757-2 A 個人 絵馬掛設置 H24.10 9 H24.11.16 1基 4 

17 斎宮字広頭3389-16ほか5 A 個人 住宅建替 H24. 10 11 H24.11.16 104rr/ 4 第178-8次調査
筆

18 斎宮字牛葉3017-2 A 個人 住宅建築 H24.10.11 H24.11. 16 98. 13rr/ 3 第178-5次調査

19 斎斎宮宮字字古篠里林33218346-1 A 個人 土留め設置 H24. 10. 15 H25. 11. 8 L=43. 9m 3 

20 竹川字東裏336-1 B 
西日本電信電話（株）

支柱の新設 H24. 10. 24 H25. 11.8 1本 4 
三重支店

21 竹川字中垣内493-6,20 A 個人 住宅新築 H24. 10. 29 H25. 1. 18 72m' 4 

22 竹川字中垣内472-1 B 西日本三電重信支電店話（株） 支柱・支線の新設 H24.11. 7 H24. 12. 10 2本 3 

23 竹川字中垣内460-3 B 中松部阪電営力業（株所） 電柱建替 H24.11. 8 H24. 12.12 1本 4 

24 斎宮字西前沖2604-17 A 個人 住宅増築 H24.11. 15 H25. 1. 18 12m' 4 

25 竹川字中垣内474-1 B 
西日本電信電話（株）

支線新設 H24.11. 19 H24. 11. 30 1本 2 
三重支店

26 斎宮字中西2404 A 個人 U字溝設 H24.11. 26 H25. 1.18 L=10m 4 

27 竹川字古里559-27 C 斎宮跡観光協譲会 植栽 H24. 12.13 H25.1.18 5本 3 

28 斎宮字中西582-2 A 個人 住宅建替 H24. 12.12 H25. 1. 18 94. 71 ni 4 第178-6次調査

29 
竹川字中垣内439-3ほか

B 近畿日本鉄道（株） 鉄塔付替 H24. 12. 26 H25.2. 27 2基 3 第179-2次調査2筆

30 斎宮字牛葉3391 A 個人 住宅増築 H25. 1. 17 H25. 2. 27 6. 62ボ 4 

31 斎宮地内 B 西日本三電重信支電店話（株） 電話柱建替 H25. 1. 16 H25.2. 22 1本 1 

32 竹川字中垣内493-20 B 中松部阪電営力業（株所） 電柱・支線の新設 H25. 2.8 H25.2. 22 1本 4 

33 斎宮字中西2748-1 A 個人 住宅撤去 H25. 2. 14 H25.3. 26 119. 22吋 4 

34 斎宮字広頭3389-10地先 A 個人 給水管工 H25 3.18 H25. 4. 19 1本 3・4 第179-1次調査

35 
斎宮字宮の前3119-1ほか

C （財）国史跡協斎会宮跡保存 仮設木製橋設置 H25. 3. 19 H25.3. 28 L=130m 1 4筆

第4表 平成24年度現状変更等許可申請一覧．
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写真図版



写真図版1
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第178-1次調査区全景（東から）



写真図版2

第178-5次トレンチ1全景（北から）

IIII•, 

第178-5次トレンチ2全景 （西から）



写真図版3
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第178-6次トレンチ1~4全景（北から）

第178-8次調査区全景 （西から）



報 告 書 抄 録

ふりがな しせきさいくうあと へいせいにじゅうよねんどげんじょうへんこうきんきゅうはっくっちょうさほうこく

書 名 史跡斎宮跡 平成24年度現状変更緊急発掘調査報告

副書名

巻 次

シリーズ名 三重県多気郡明和町斎宮跡埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 30 

編著者名 新名強中野敦夫

編集機関 斎宮歴史博物館（調査研究課） 明和町（斎宮跡・文化観光課）

所在地 〒515-0332 三重県多気郡明和町大字馬之上945番地 Tu, 0596 (52) 7126 

発行年月日 西暦 2014年3月14日

ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遣跡名 所在地 0'" 0'" rr1 
市町村 遺跡番号

斎さい宮くう跡あと 多た気き郡ぐんめ明い和わら町ょう
24442 210 34' 136° 20120401 全8件 史跡現状変更に

斎さい宮くう ・竹たけ川がわ 31' 36' ～ 1,899. 2m' 伴う緊急発掘調

55" 16" 20130331 査（史跡斎宮跡

～ ～ 第178次調査）

34' 136° 

32' 37' 

30" 37" 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

斎宮跡第178次 官術 平安・近世 溝・土坑． 土師器須恵器

ピット 灰釉陶器

近世陶器

要約 第178次調査は、史跡内における現状変更に伴う緊急発掘調査である。

178-1・5・6次調査は個人住宅の新改築に伴う調査を、第178-3・7・8次調査は合併浄

化槽設置に伴い調査を行った。いずれも小規模な調査であり、多くの遺構は確認することはでき

なかったが、史跡内での新たなデータを蓄積することができた。
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